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3 カ月に一度発行する「山」ユース版では、
ユース世代の会員の活躍をご紹介。ユース
クラブに関心のある方は、ユースクラブ委
員会のメールアドレスにご連絡ください。
　　　jacml-yc@jac1.or.jp
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　まず初めに登山報告を行なったのは、6月 23日

から 7月５日にかけてカナダで行なわれた、ユー

スクラブ委員会による第1回カナダ合宿。

　奇しくも日本初の海外登山はカナダのMt. アル

バータ（3,619m）であり、慶応の槇有恒をはじめ、

学習院の波多野正信、岡部長量ら 6人の若手日本

人登山家たちが初登頂に成功した。

　そんな縁のあるカナダで再び、ユースクラブを中

心とした若手登山家たちが合宿を行なった。今回

の合宿は第 1回と題されているように、本年も第 2

回が予定されている。街と山が近く、現地の日本人

コミュニティから情報も得やすいため、比較的短い

期間でスケール感のあるクライミングが楽しめる

ということで、会場にいる学生や社会人は熱心に、

その楽しげな合宿の様子に耳を傾けていた。

　次に報告を行なったのは、10月 2日から 11 月

25日にかけてネパールのカンチェンジュンガ山群

にある未踏峰、シャルプーⅥ（6,076m）を目指した

「ヒマラヤキャンプ2023」。2015年から始まった「ヒ

マラヤキャンプ」は、2019年から本会の 120周年

事業のひとつとなりコロナ禍での中止を挟み、今回

はその5回目の実施。メンバーはヒマラヤ経験のな

い20代から30代を対象に公募し、1年以上かけて

ミーティングやトレーニングを重ねてチームをつく

り、ヒマラヤの未踏峰をめざすプロジェクトだ。

　今回の遠征でもプロジェクトリーダーの花谷泰

広は実際の山行には参加せず、3名の隊員たちだけ

で試行錯誤と果敢な挑戦を繰り返し未踏峰に挑ん

だが登頂は果たせず。しかし「ヒマラヤキャンプ」

の目的は充分に達することができたに違いない。

　続いての報告は同志社大学極西ネパール登山隊に

よる未踏峰ラマ峰（6,527m）。全国の大学山岳部が

部員の減少や活動の縮小に悩むなか、同志社大学山

岳部は関西の雄として着実な活動を続けている。単

独の大学としてヒマラヤ遠征を企てる実力だけでな

く、ヒマラヤ経験の少ない学生が主力メンバーとし

て参加しているのも日本での充実した活動の裏付け

にほかならない。

　「日本でできないことは、海外でもできない」を

スローガンに、このたびの遠征に至るまでの日々の

トレーニングや山行計画など、アカデミックなメ

ソッドも紹介され、会場にいた他の大学山岳部や若

手クライマーは、みな一同に感心していたのが印象

的だった。しかし、それだけの準備と実力があるに

もかかわらず、頂上まであと250mを残して登頂に

至らなかったというのも未踏峰の難しさであろう。

　最後の報告は、国内屈指のアルパインクライマー

でもある種石英典と山本大貴のペアによる未踏峰

フォレソビ（6,652m）北壁。

　怪峰ジャヌー（7,710m）の近くにあるフォレソ

ビに向かったのは10月 11日。通常はモンスーン明

け、風と寒さが到来する前に登山期間をぶつけると

春うららかな３月17日、東京・目白にある学習院大学で日本山岳会による海外登山助成金を受けた２隊と日本山岳会
120周年事業の一環として行なわれた２隊の登山隊の報告会が、天皇陛下のご臨席のもと、150名もの来場者を迎えて
開催された。
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海外登山報告会 2024 が学習院大学で開催
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ヒマラヤキャンプ

いうタクティスが多いなか、彼らは不快なキャラバ

ンを避けるため、登攀中の寒さの方を選んだという。

　今回、ヒマラヤキャンプ隊が挑戦したシャルプー

Ⅵは、同じカンチェンジュンガ山群にあり、谷を挟

んだ対面にあるが、ヒマラヤキャンプ隊は1週間早

くキャラバンを開始している。そうして、標高差約

1,500mのフォレソビ北壁に実際に取り付いてみる

と、想定よりもかなり傾斜がきつく、テントはもと

より、横になることもできないビバーグを繰り返し

ながらも快調に登攀は進んでいった。しかし、山本

の体調不良という想像すらできなかった不慮の事態

で撤退という結果に。

　４隊のうち、合宿の報告を除いた３隊の未踏峰の

挑戦はいずれも登頂することはできなかった。未踏

の山や壁の情報を収集して挑戦するまでは昔に比べ

て 容易になったが、実際に行ってみて登ってみる

ことでしかわからないことが多々あるのが未踏峰の

おもしろさであり、難しさであるというのは今も昔

も変わらない。海外登山の魅力でもある未知への挑

戦はまだまだ続く。　　　　　　　　　（滝沢守生）

　ヒマラヤキャンプは、2015 年に花谷泰広さん

が始めたプロジェクト。今回、発表に参加した

隊でコロナ禍を挟んで日本山岳会 120 周年記念

事業としての２隊目を数える。

　このプロジェクトは 2025 年には、ヒマラヤ

キャンプで育った若手会員を中心としたチーム

が、自発的に海外登山に取り組めるようになる

ことを目指して運営されている。

若手登山家の育成プロジェクト

　そのためメンバーは、ヒマラヤや海外登山の

未経験者あるいは経験が浅い 20 ～ 30 代を対

象に公募となっている。約 1年間かけて、ミー

ティングやトレーニング山行を重ねチームをつ

くり、ヒマラヤ 6000 ｍ級の未踏

峰へ挑戦する。トレーニングな

ど隊の様子はInstagramでチェッ

クすることができる。

　2023 年から始まったユースクラブによるカナ

ダ合宿。カナダでは石灰岩、花崗岩とさまざま

なクライミングエリアを楽しむことができる。

　昨年はレイクルイーズや Mt. アサバスカ

(3,400m) を登った。今年はフリークライミング

でも人気のスコーミッシュと広大な氷河をバッ

クに登るアルパインエリアであるバガブーを登

る計画となっている。

　さらにカナダ合宿の最終回となる来年にはア

ルバータをめざす。

　アルバータは 1925年に日本山岳会のメンバー

であった橋本静一、早川種三、槇有恒、三田幸

夫、波多野正信、岡部長量らによって初登頂さ

今年はバガブー、来年はアルバータをめざす
ユースクラブカナダ合宿

れた山。大学山岳部に所縁が深い彼らの登頂か

ら 100 年を記念した登山にはぜひ若手会員らの

活躍にも期待したい。
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①シリーズ　目指せ！北鎌尾根
【概要】

　幾多の伝説に彩られた槍ヶ岳・北鎌尾根は昔も今

も岳人憧れのコースです。ユースクラブでは北鎌尾

根のようなバリエーションルートを自分たちの力

で、安全に登れるメンバーを育てるために、この春

から新しい企画を実施。北鎌尾根を登るためには、

一に体力、二にルートファインディング能力、加え

て登攀能力やロープワーク、ビバーグ技術など、登

山の総合力が必要となります。

　この企画では 4 月から毎月 1 回、トレーニング山

行を実施し、それらの力を養っていきます。
実施月 内容

4/6（土）～ 7（日） 丹沢モミソ沢・懸垂岩

5/18（土）～ 19（日） 両神山赤岩・八丁尾根

6/15（土）～ 16（日） 表妙義

7/20（土）～ 21（日） 明神南西尾根～前穂高岳縦走

8/31（土）～ 9/1（日） 戸隠山　戸隠神社～蟻の戸渡
～東へ

9/13（金）～ 16（月祝）北鎌尾根

②雪上訓練、合宿
【概要】

　雪上歩行技術や体力、テント生活技術、パーティ

シップの向上などを目指して、合宿を行ないます。

　昨年に続き、岳沢での雪上訓練や岩稜帯での合宿

を予定。

5/11（土）～ 12（日） 岳沢雪上訓練
（山研泊　貸切）

8/9（金）～ 12（月祝）又は
8/10（土）～ 13（火 )

夏山合宿
（剱岳か穂高）

③支部交流企画
【概要】

　支部交流を目的とした山行もあります。

　今年は福島支部との合同山行や、東海支部が関わ

る御在所フェステイバルへの参加のほか、一昨年の

広島合宿、昨年の岐阜合宿に続き、今年も本部ユー

スクラブと各支部のユース世代が１箇所に集まって

クライミング合宿を行なう予定です（場所は未定）。

6/8（土）～ 9（日） 福 島 支 部・ ユ ー ス ク ラ ブ 合 同　
ヒメサユリの浅草岳

9/28 日（土）～ 29（日）御在所フェスティバル（ゴザフェ
ス）への参加

11 月上旬 ユース交流クライミング

④海外登山
【概要】

　日本山岳会 120 周年事業の一環として、昨年から

３年をかけてカナダでの山行・クライミングを実施

しています。

　第 2 回目となる今年は、カナダ・ブリティッシュ

コロンビア州のスコーミッシュ、バガブー山群に赴

き、クライミングを楽しむ予定。来年 2025 年は、

アルバータ登山を目指します。

6/26（水）～
7/11（木）

カナダ合宿　第 2 回
（スコーミッシュ、バカブー山群

でクライミング中心）

　「目指せ！北鎌尾根」は定員となりましたが、そ

れ以外の企画は、日本山岳会会員で 59 歳までであ

れば、ご参加いただけます。

YOUTH CLUB 委員会 jacml-yc@jac1.or.jp　までご連

絡ください。

　ご参加は、ご経験を加味した上で判断させていた

だく場合もあります。また、上記は 24 年 3 月時点

の情報ですので、今後企画が変更したり、増えたり

する可能性もあります。あらかじめご了承ください。

ユースクラブ　2024上期活動の予定
ユースクラブにはさまざまな山行企画があり、部員が切磋琢磨して経験を積んでいます。現在のところ、秋までに決まっ
ている企画は以下の通り。興味のある企画があれば、ぜひご一緒しましょう。
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　学生部に所属する大学山岳部で隊員が構成された

遠征隊が始動。青学、中央、東大、立教から合わせ

て 5 名が参加しており、ヒマラヤ・プンギ Phumgi

（6,524m）を目指す。

　このプンギという山は 2022 年のヒマラヤキャン

プによってトライはされているが、最高到達点は

6,150m で、残念ながら登頂には至っていない。学

生たちは時間をかけて山へトライができるという強

みを活かし、粘り強くこの山に挑戦していくことに

なる。

　彼らは自大学の合宿の合間を縫って合同合宿を繰

り返しており、これまで八ヶ岳での定着合宿、鹿島

槍ヶ岳東尾根、剱岳早月尾根などで合宿を行なって

いる。今年の 9 月から 11 月にかけての遠征予定。

学生部の活動の紹介

隊員全員が学生だけの遠征隊
日本山岳会学生部海外遠征隊2024

左、 弱 層 テ ス ト
のようす。
右、 降 り 積 も っ
た雪の中をいく

早月尾根での訓練合宿にて

　2 月 6 日から 8 日に八ヶ岳山荘で雪山安全講習会

が開催された。初日には前日の午後から降り積もっ

た雪の影響で中央本線が運転を見合わせており波乱

の幕開けとなった。

　初日はそんな影響もあり、例年は同講習会内で行

なわれるアイスクライミング講習は中止。翌日から

は豊富に降り積もった雪の中で弱層テストやホワイ

トアウトナビゲーション講習が開催された。この講

習会には専修、立教、東海から 17 名の学生が参加。

　降雪による鉄道の運転見合わせというトラブル

があり、かつ今年は雪が少ないと言われるなかで、

ラッセルが必

要なほど、厳

しい環境下で

の良い講習会

となった。

学生だけで登頂を目指す遠征隊をぜひ応援してい

きたい。

降り積もった雪に充実の訓練
学生部雪山安全講習会


